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　夊，酢酸緩衝液に就い て も検討し た 処，こ の 場合は全 く緩衝液濃度の 阻害を受 け なか っ た．

　 M ）　反応温度 の 影響

　同
一

試料 の 米麹 プ ロ テ ア
ー

ゼ を Caseinに 作用 させ ， 夫 々 30℃ ，
　 CO℃及 び 50℃ の 各反応温度 に 於 け る pH 消化

曲線を VAN 　SLY1（E 法 及 び FOUN 法に て 測定した．その 結果 は Fig．8 及び Fig．9 に 示す．

　 こ の結果に よれ ば ， 反応温度が50℃ となるとプ ロ テ アーゼ は阻害を受けて ，
40℃ の 場合の 力価 よりも低い 値を

示して 居 り，一方，ア ル カ リ性 プ ロ テ ア ーゼ の 方が 酸性 プ ロ テ ア
ー

ゼ よ りもその 力価 の 伸 び は 良い 様に 思われ る．

　而 し て ，
こ の 温度阻害の 限界を細 か く見て ゆ けば蔭山氏等の 報告 し て 居 る 様に 37℃ 附 近が 最適温度 とな る で あ

ろ うが ， 然 し ， 匸）の 酵素液 の 失活に 関す る検討 の結果を も併せ 者 えれ ば，酸性 プ ロ テ ァ ーゼ につ い て は，40℃

の 反応温度 を とれ ば温度に よ る阻害 は大し て 受 け な い 様に 思われ る．従つ て，実験の 便宜上，以後 ， 反応温度は

40℃ とす る こ とicした．

　 以上種 々 反応条件を検討した が ， 反応基質に 関する検討は次報 に 於 て 述べ 度 い と思 う．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 要 　 　 　 　 　約

　 タ カ プ ロ テ ア
ー

ゼ 及び 米麹 プ ロ テ ア
ー

ゼ に 就い て ， その 力価測定 の 測定条件及 び 反応条件を検討 し た．

　（1） 測定法 とし て は FOLIN 法及び VAN 　SLYKE 法 に つ い て 若干の 検討を試 み た．

　（2） 米麹 よ り酵素液 を作 る場合， そ の 磨砕物 を濾 過 せ ず そ の 儘 用 い る場合 も検討 し ナこが ， 濾 液を 酵素液 とす る

よ りもその 場合の プ ロ テ ア ーゼ カ価は大 で あつ た．

　   　酵素反応 を比 較 的 長時間行つ た 場含も，酸性 側の み を取扱 う時は 酵 素液 の 失 活 は 殆 ど問題 に し な くて も良

い と考え られ る．

　（4） 基質 Casein の 濃度の 影響をみ た 処 ， それ に 作用 させ る酵素濃度が比較的高 い 場合， 酵素力価は基質濃度

に 略 々 比例して 増大す るが ， 比較的酵素濃度 の 低 い 時は酵素力価は基質濃度の 影響 を殆ど受けない ．夊或 る酵素

濃度以下 で は Casein 消化 の 初速度 は 酵素濃度 に 比例し た．

　 （5） 緩衝液濃度 に よる影響 も本報の 実験範囲 で は ， 殆んど考慮する必要はない ．

　   　反応温度は「o℃ を採用し て も大体差支 え ない と考え られ る．

　 終 りに 臆 み 本稿 の 御校 閲 を 賜 わつ た 京 都大 学 片 桐 教 授，終 始御 鞭 撻 下 きつ た 安 藤 技師長 に 深謝致 し ま す．
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麹 プ ロ テ ア ー ゼ 測定法 の 検討 （2）
＊

〔清酒 に 関す る酵素の 研 究 （第 3 報）〕

栗 山　
一

秀 。今 安 　 聰 ・口坦 内泰 夫 　（大 倉 酒 造 株式会 社研究 室 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔緒　　　　　言〕

　前報
1） に 於 て は タ カ プ ロ テ ア

ー
ゼ 及 び 米麹 プ ロ ア ァ ーゼ の 反応条件及び 測定条件を主 と して Caseinを基 質 と

し た 場合 に 就 い て 検討し た の で あ るが，本報 で は 反応基質とし て ， 米粉末 ，
Milk　casein

，
　Gelatin

，
　Egg 　albumin

及 び Polypeptone の 5 種の 基質 に就 い て，タ カ プ ロ テ ア ーゼ 及 び 米麹 プ ロ テ ア ーゼ を用 い 夫 々 pH 消化曲線 を求

め ， 検討 を試 み た．更に 分 解率 に よ る表示法 に 就い て も若干 の 検討を行つ た ．

聾

照、和30年10月大阪醸造 学 会 に て そ の 要旨を口 演 し た
、
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　尚実験 要領は 全て 前報
1） を踏襲し た，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔案験結果 及 び 考 環 〕

　〔A 〕 反応基質の 検討

　 1）　米粉末の 場合

　市販 の 米粉及 び特上 白糠を乳鉢に て 更に 粉砕 し ， そ の 5 ％ 煮 沸 液 を基質とし た．

　先づ ， タ カ プ ロ テ アーゼ （1：100）を作 用 させ た場合は Fig．1 に 示す如 く，
　 pH5 ．0附近に ピークを有す る．然

し こ の 図表 に 於 け る 力価 の 時間に よ る 伸 び を更に拡大 して 図表 に 表現すれ ば，Fig．　2 の 通 りで ある．即 ち最初の

5 時間 はpH5 ・0附近に ピークが あ るが ， 次の 5時間 で はpH7 ．0及 び pH3 ．0附近に 夫 々 ピー
ク を示す様に な る． こ

　　　　
Fig．1．米 粉末 に 対す る タ カ プ ロ テ　　　　　Fig．2．（Fig．1．） に 於 け る 時間に よ る プ ロ テ

　　　　　　
ア ー

ゼ の pH 消化曲 線　　　　　　　　　　　　ア ーゼ 力価 の 伸 び の 拡 大曲線
　 　 　〜o
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Fig．3．米粉末 に 対 す る米麹 プ ロ テ
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れ は 三 浦氏
2）の 報告 し て 居 る ジ ア ス ター

ゼ 申の 3種 の

フ ロ テ ア ーゼ と関連して居 る と も考 えられ るが，叉
一

方pH5 ・0に 於ける伸 び はpH3 ．0及 びpH7 ．0に 於ける伸

び が 重 つ て 表 わ れ た もの とすれば 2 種 の プ ロ テ ア ーゼ

の 存在 を示して 居．る と考え る事 も出来る．

　次 に米麹 プ ロ テ ア ーゼ （1：10） を用 い て同様 な検討
を行つ た 結果を Fig・3 に 示す，即 ち こ の 場合は pH
3．5 附近 に の み ピークが 存在 し て ， ア ル カ リ側に て は

殆ど反応 し な い 様 に 思 われ る．

　尚米粉末 を 用い た 場合は， 三 塩 化酢酸 に よ る凝固が

殆 ど起 らず ， その 為代用 と して 試み た 燐 タ ン グ ス テ ン

酸に よ る 方法 も尚検 討 の 余地が あるの で ， 本報 で は米

粉末 を 基 質 と した 場合の FOUN 法 に よ る 測定 は省 略

し た．

　 1）　 ミル ク カ ゼ イ ン の 場合

　Milk　casein （MERK 製，　 HAMMARSTEN 法 ） を

用 い た が ・ pH3 ・5乃至 pH6 ・0附近 で は 普通塊状の 凝固

を 起 し酵素反応 は 円滑 に 行われ 難 く， 実験操作上 に も

種 々 の 障害が起 る．

更 に 又前報
1）で 述 べ た如 く比較的高濃度 の 酵素の 時

は プ ロ テ ア ーゼ 力価は 基質濃度 に よつ て 影響 を受 け る

事か拷 え て も・こ の 様な塊状綱 を起 す pH 域鯲
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て 反応力価も測定する事は不正確に な る場合があ る と想豫きれ る．

　そ こ で ， かか る塊状凝固を防 ぐ方法 を種 々 検討した結果 ， 可溶性澱粉をカ ゼ イ ン に 混 合す る こ とに よつ て 略 々

満足 すべ き結果 を得た．

　即ち，可溶性澱粉 （MERK 製） を 1％ 程度 Milk　casein に予 め混合し てお き，一旦 MC 　ILVAINE 緩衝 液 の

枸櫞酸又は第二 燐酸 ソーダを用い て ， pH3．0以下又はpH7 ，0以上 とな し ， 煮沸溶解し て後，　 Blender に て攪拌し

つ 〜再び 緩衝液 の ア ル カ リ又 は 酸を加え て 所定の pH に調整 し た。

　か くす れば， 3．0乃至6．0の pH 領域 に 於 け る塊状凝 固 も避 け る こ とが 出来 ，而 も澱 粉が 混 在 す る故，実際 の 清

酒醸造条件 と も近 似 し て来るの で は ない か と考え られ る．

　尚 こ の 澱粉添加 に よつ て ， プ ロ テ ア
ー

ゼ 力価が影響され る か否か を検討した．

　即 ち，先 づ 対照 とし て次 の 如 き組成の 反応液 を用い ，

　　　　　 4％ casein 溶液 　　　　50cc （pHS ・0及びpH4 ・5の 緩衝液50％ を含む）

　　　　　｛　　　　　 米麹 プ ロ テ ァ
ー

ゼ （1 ：10） 25cc

　　　　　 蒸溜水　　　　　　　　25 

　
一方 ， こ の 蒸溜水の 代 りに 可 溶性澱粉 を最終濃度 1％に な る様添加した 反応液 に就 い て夫 々 そ の 力価を測定し

た．その 結果は Table 　1 に示す如 く少 くと も澱粉添加 に よ る阻害 は 認め られず ，
　 pH4 ．5に 於て は むし ろ 反応 を

促進 きせ る傾向 を示 し た．

Table 　L 　基質 Casein に 澱粉 を 混 入 した

　　場合 の 影 響に 就 い て

Fig・4．澱粉 を添 加せ る Case｛n に 対 す る米

　　麹 プ ロ テ ア ーゼ の pH 消化曲線

作用pH
レ ・ テ ア ー助 価 Tyrosine　T／cc

1醜 賓
一堪 塑 」・・m ・・ 16・m ・・

8D

？o
丶

594

3，0

Casein　　　　　　　　2．80　　　4．00
C3sein十 starch 　　　 5．80　　　7．60
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 】

Casein　　　　　　　 5，60　　 8．60
Gasein→．　starch 　　　 5．50　　　8．70

　更に実験操作上 に 於 て も，三 塩 化酢酸 に ょ る沈澱 状態

及 び澱粉に よ る漏濁 程度 も測 定 に 影響す る程 で な い 箏を

確めt ，

　次 に 米麹 プ ロ テ ァ ーゼ （1：20）を用 い て pH 消化曲線を

求 め た処 ， Fig，4 の 如 き結果とな つ た，

　勿論，こ の 場 合は 共存す る ア ミ ラーゼ が 当然 澱 粉 に 作

用するの で プ ロ テ ァ
ーゼ力価に もその 影響が考 え られ る

が ， こ の 事 に つ い て は 更 めて 検討す る予定 で茲 で は 推 論

は避 け た い と思 う．爾 し て こ の 図表 を第 2 報
1）

の Fig．9
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と比較すれ ば殆 ど同
一

の 曲線を描い て 属 る と見做 され る故 ， 米麹 プ ロ テ ア ーゼ の カ ゼ イ ン に 対す る最適pH は3．5

附近 及 び6．5附近 に あ る 事が 確 め られ た わ け で ， 第 2 報に 於 け る 如 く澱粉 を 添加 し な い 場合 も，凝 固 pH 領域 に 於

け る カ ゼ イ ン の 溶解 を慎重 に 行 えば，始 め予 想 し て居 た様 な 凝固に よ る 阻害は認 め られ な い 事が わか り， 従つ て ，

著者等 の 実験範囲で は カ ゼ イ ン に 澱粉 を添加 して から溶解す る様な事 は 別段その 必要が な い と思 われ る，

　 題）　 ゼ ラ チ ン の 場合

　 ゼ ラ チ ン の 最終 濃度が 2・5％ とな る 様な反応液を 用い ， 米麹 プ ロ テ ア ーゼ を働か せ t 時 の pH 消化曲線 を 求 めた

処 ，
Fig．5 に示す如 き結果となつ た．こ れ は 米粉末に タ カ プ ロ テ ア ーゼ を作用 きせ た 場合とよく似 て 居 り，伸 び

の 傾向も大体
一

致 し て 居 るが ， 米麹 プ ロ テ ア ーゼ を作用させ た場合の 様 に 酸 性 側 の み に 主 として 作用す る と云う

事はない 、
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反応条件：．40℃
，
20hr

測 定 法 ： VAN 　SLYKE 法

　謙
弧

3　 　 外　 　　5　 　 6　 　 7　 　 8

　　　　 pH

　米 麹 プ P テ ア ー
ゼ （1：20） 50cc

　 】V）　ア ル ブ ミン の 場含

　未変性 Egg 　albumin の 1％溶液 を基質 とし て タ カ プ

卩 テ ア ーゼ （工：100）を 作用させ て pH 消化曲線 を描い k ．

その 結果を Fig．6 及び Fig．7 に 示す．

　 これ に よ ればか か る未変性 ア ル ブ ミン に も或 る程度作

用す る事が認 め られ るが ，
FOLIN 法 に よる場合 ， 三塩

化酢酸添加 に よ り起 る凝固が不完全な 場合 が多い 傾向が

あ り， 夊 VAN 　SLYKE 法 に ょ る場合 も測定中 に 発泡 が

多 くて 実験操作上誤差の 原因に な り易い と思われ ， 他の

基質 に 比較して あ ま り適当 な 基 質で ある と思 え な い ．

　 V ）　ポ リ ペ プ トン の 場合

　 4 ％の ポ リペ プ トン 溶液 に タ カ プ ロ ラ ア
ー

ゼ （1；500）

及び 米麹 プ ロ テ ア
ー

ゼ （1：10） を 反応 させ た結果を Fig・

8 及び Fig．9 に夫 々 示 す．

　 こ の 結果に よれ ば， タ カ プ ロ テ ァ
ー

ゼ は pH 　2・0 及び

pH5 ・0附近 に，夊 米麹 プ ロ テ ア ーゼ は pH3．5及び pH7．0

附近 に夫々 ピー
ク を有して居 り， 大体 Caseinめ場合と

傾向 を 同 じ くす る事 が 認 め られ ， ポ リペ プ タ イ ドを ア ミ

Fig．6．　Egg 　alb 皿 ユin に 対 す る タ カ プ ロ テ

　　 ァ ーゼ の pH 消化 曲 線 （i）
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　　　　　　　　　 pH

　　　　　　タ カ プ ロ テ ァ ーゼ （1；100）20cc
反 岱 液組成 ： 1 ％ Albumin 溶 液 　　　8〔｝cc

　　　　　　（所定 の pH の 緩衝液 50％ を含む）

反 応条件 ： 40℃
，
20hr

瀕叮定法 ： FOLIN 淞

Fig．7．　 Egg 　albumin に 対 す る タ カ プ ロ テ

　　 ア ーゼ の pH 消化曲線 （ii）
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反応液組成及 び 条 件 ： Fig．6．に 同 じ

測 定 法 ： VAN 　SLYKE 法

26 ｛L．
5   ．、
1 侃 ．

ノ 酸迄分解す る力 を有 し て 居 る と考 え られ る，併 し，他の 基 質 に 作用 き旭 た 場合に比 し て 反応しに くい 為 その 生

成ア ミ ノ 酸 の 量は少い 様で あ る．

　 〔B 〕 分解率に よ る表示法 の 検討

　本 報 並 び に 前報 に 於 て 屡 々 経験 し た 如 く，同
一

酵素 を同一基 質 に 反応 きせ た 場 合，VAN 　SLYKE 法 に て 測定し

た 時 と FOUN 法 に て 測定 し た時とで は 相異 し た結果を 示 し た が ， こ れは ，
　FOLIN 法に よれ ば，蛋 白分解 物 の 中，

三 塩化酢酸可 溶性 の 比較 的 大分子 の もの か らア ミ ノ 酸迄 を測定出来 るの で ，丁度 ゼ ラ チ ン を用 い た時の その 液化

力に 匹敵す る とも考え られ ，
一方 VAN 　SLYKE 法 に よれ ば そ の 蛋 白分解 物の 中，主 とし て ア ミ ノ 酸 を測 定す る

事 に な り， その 測定す る対照 範囲が 異 る か ら，当 然 こ の 様 な相異 を示 す もの と考 え られ る．

　従 つ て ， 第 1報 3）
で 述 べ た 醪中 の プ ロ テ ア ー

ゼ の 消長 に於 て ゼ ラ チ ン 消化力 （液化力 で は ない ） が そ の ア ミ ノ

齷 の 消長とよ く関聯 し た の も以上 の 理由1こ よ る為で あ り， 醪申の ア ミ ノ酸量で な く比較的小分子の 蛋 白質 の 母

op琴化を測 定画れば FOLIN 　Vi．に よ る プ ロ

重ア ーゼ 力碕 の 消長 と も関 聯性が 認 め られ るの で は な い か と思われ る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 x
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（482） （栗 山 ， 今安，口 垣 内）　麹 プ ロ テ ア ーゼ 測 定法の 検討　｛2〕

Fig・8・ ポ リペ プ トン に 対 す る ク カ プ 卩 テ

　　 ア ーゼ の pH 消 化曲線
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反応 条件 ： 40℃ ，

20hr

測定法 ： VAN 　SLYKE 法

Fig．9． ポ リペ プ トン に 対す る米麹

　　 プ ロ テ ア ーゼ の pH 消化曲線
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反応 液 組成 ：

4 ％ PolyPePtQne 溶 液　 50cc
（緩 衝 液 50％ を含 む）

米麹 プ ロ テ ア ーゼ （1：20） 50cc

反応条件 ： 40℃
，

IOhr

測 定法 ： VAN 　SLYKE 法

　故に ，これ 等両 測 定法 に ょ る力価 を分解 率に て 示す事が出来 る ならば ， 同
一単位で 同時に 示 し得 る こ とに な り，

所謂 プ ロ テ ィ ナ ーゼ カとペ プ チ ダーゼ カ との 力価の 比率 も知 る 目安 と もな りうる と考 え られ る．

　先づ FOLIN 法 に 依 る場合 に就 い て は，蔭山氏等
5，は カ ゼ イ ン 液 に Pepsin

，　Trypsin 稀釈液を作用させ ，

一
方

に 三塩化酢酸 を加 え ， 他方に蒸溜水 を加 え て 濾過，以下全 く同一
に 操 作 し，そ の 呈 色値か ら夫 々 の 経時的 分解線

を求め て 居 る．著者等 も Gasein 液 に タ カ プ ロ テ ア ーゼ を 作用 きせ 同様な方法で 経時的分解曲線を求め た 処 Fig．

10に示 す如 く大体同じ様な結果 を得 た．

8
丶

ト

醤
甥

2
跳

Fig．10．　 FOLIN 法 に 於 け る T．C．A．を添 加せ

　　 る 場合 と添加 し ない 場 合 の 経 時 的変 化

　 　 　 　 　 　「　　　　 ユ 　　　　 3　　　　 ←

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 hr

O ＿＿．OT ．C ．A ．を 加 へ な い 場 合

●一 ● T ．C ．A ．を 加へ た 場合

　　　　　　 4 ％ Casein 溶 液

5

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 50cc
反応液組成 ： （pH3 ．5の 緩 衝 液50％ を含む ）

　　　　　　 タ カ プ ロ テ ア ーゼ （1：1，000） 50cc

即 条秩
： cocC・　RH3・5、

Fig．　IL　米麹 プ ロ テ ア ーゼ を カ ゼ イ ン に 作 用 させ

　　た 場合の 分 解 率 に て 表 示 し た pH 消 化曲線
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　 2e
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NSLYK 麟

　 　 2 　　 3　　 4 　　 5　　 B　　 T 　　 8

　　　　　　　　　　 pH

　　　　　　 4 ％　Caseln　溶液　　　　　　　50cc
反応 液組成 ： （所定の pH の 緩衝液50％ を 含 む）
　　　　　　 米麹 プ ロ テ ァ

ー
ゼ （1：20）　50cc

反応 条件 ； 40℃ ，10hr
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（大熄 井上 ） 勤物便 ，清浄野菜及 び土 か ら分離 した Aerabacter　matmanolyticus の 細菌学的 性状 に つ い て （48B ）

　 即 ち三 塩化酢酸を添加しない 方の Tyrosine量は常 に 略 々一定値を と る．従つ て こ の
一定値を 100 と して 各時

間 毎の 三 塩化酢酸 を加えた方 の Tyr 。 sine 量か ら見掛上 の 分解率を求 め る事と し た．

　 次 に VAN 　SLYKE 法 に よる場合は反応液を 20％ HGI に て 分解後 ，
　 HeOe に て炭化物を清澄化し， こ れ を試

料 とし て全 ア ミ ノ 酸の 量 を測定，この 値を 100と して分解率を求め た．

　 こ れ等 の 方法に より Casein に 米麹 プ ロ テ ア ーゼ を作用させ た 時の pH 消化曲線 を分解率に て表示すれ ば Fig・

11の 如き結果とな つ た．即 ち， 分解率に て示せ ば FOLtN 法 に よ る場合 も，
　VAN 　SLYKE 法 に よ る 場合も同

一
の

力価表示が可 能 とな つ て 考察 を容易 な らし め る事 と なつ た．

　 〔G 〕 考　　 察

　 以上 5 種 の 基質に 就い て 検討 し た結果 ， そ の pH 消化曲線 は夫々 異 つ て 居 る が，米麹 プ ロ テ ア
ー

ゼ を米粉末液

に 反応 させ た場合は 酸性 側 の み に て 作 用 して 居 る事及 び，第 童報
3） で 述べ た 様に 実際の 清酒醸造中の プ ロ テ ア ー

ゼ も酸牲側 を主 とし て 居 る事を考え併せ れ ば，如何な る基質 を用 い るとし て も実際の 清酒醸造申の プ ロ テ ア
ーゼ

力価を知る 目安として は ， それ等の 基質の 酸性側 の Optimum 　pH に 於て 測定す る事が肝要 と考 え る，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　　旨

　〔1｝ Mi1k 　casein ，　 Gelatin
，　 Egg 　albumin 及び Polypetone の 4種類 の 反応基質 に タ カ プ ロ テ ア ーゼ 及び 米麹

プ ロ テ ア ーゼ を作用 させ ， そ れ らの pH 消化曲線 に つ い て米粉末の 場合 と比較 して 夫 々検討 を行つ た．

　   麹 プ 卩 テ ア ーゼ を米粉宋 に 反 応 させ た場合そ の Jtjmaは酸 性｛財に の み 存在す るから，ど の 基質 を 採用し て も，

夫 々 の 基質に つ い て 該当す る酸性側 の 最適 pH に て測定した 力価が実際の 醸造の 場合の 力価 の 目安 となる と考え

られ る．

　〔3） プ ロ テ アーゼ 力価 を分解率に て 表示す る こ とに よ り FOLIN 法及び VAN 　SLYKE 法 ICて 夫 々 測定 した 値

を 同
一

の 力価 に て比較 し得 る こ と と考 え られ る．

　終 りに 臨み 本 稿 の 御 校閲 を賜 わ つ た 京 都 大 学片 桐 教 授，終 始御 鞭 撻下 きつ た 安 藤 技師長 に 深 謝 致 し ま す．
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，
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3） 栗 山，今 安 9 口 垣 内 ； 本 誌，3盛，133 （1956）．　 4） 蔭 LU，杉 田 ： 本 誌 ，
33，53 （1955）．　　5）蔭 山，国 定 ：

本誌 ，
33

，
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動物便 ， 清浄野菜及 び土 か ら分離 し た Aerobacter

　　　mannanolyticus の 細菌学 的性状に つ い て

大 嶋 竹 一 ・井 上 憲 政 （国立 栄養研究所）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ま　え 　が　 き

　井一巳1）は嚮 に 人糞便か ら蒟蒻 マ ン ナ ン を 分 解す る Aerabacter 　e‘oacae 型 を分離発表し た が ， そ の 後，人糞便
2）及

び バ ター3）中か ら多数の 蒟蒻 マ ン ナ ン 分解 Aerobacter　cloacae 　ay　ig分離 し ，細菌学的 性状を精査 し，蒟蒻 マ ン ナ ン 分

rw・Aerabacter　ctoacae 型を新種 と認 め，Aerobaeter　mannanolyticus 　INOVE　et　INOUE と発表 し た
4＞，次 い で AerbOaeter

mannanalJticus の 人型 代表株 2菌株 を撰んで 免疫血清 をつ くり， そ れ らの 免疫血清 を用 い て ， 人型及 び乳型 の 多

数の 菌株に つ い て 凝集反応を検 し ， 凝集反応成績 と生物学的 性状 とが略ぽ一
致す る こ とを知 つ た

「））． この 度び は

動物便 ， 清浄野菜 ， 土か ら分離 した Aerobacter　mannanotstiCUS の 細 菌 学 的 性状 に つ い て 報告す る，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霙　験　の 　部

　動物便か ら分離 した Aerobacter　mannanelyticus ： 草 ， 雑 ， 肉食動物の 便 を 生理学的 食塩水で 10進 法 に よつ て 稀

釈 し・各稀釈液 を KOSER 培地 に 移植 し，37℃，2 日 間培養 し ， 各 稀 釈 便 液 の 混 溷 培地 を KOSER 培地 IC移植培養
を数 回 繰 り返 し，それ らの

一
列の 稀釈液 を 蒟蒻片加 KCSER 培地 に 移植 し，蒟蒻を分 解す る出現 の 頻度 を検 し ，

蒟蒻を分解 す る最高稀釈 培地 を 蛋理的食塩水で適度に稀釈し ， それらの
一白金耳 を普通寒天平板培地 に 塗抹培養

t幽 　出現レた多数の 集 落 を蒟蒻片加 KOSE 韋培地 に 移櫨 37℃ 培養し ，
2〜 3 日間放置 し，蒟藕 の 分 解 を確 め ：．
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